


































Relationships in Psychiatric Social Worker’s Training between Evaluations 
by a Supervisor and Extroversion and Neurotics Tendencies of Student 
Apprentices
Naoki SHIBAHARA, Yoshiyuki IZAWA, Kunihiro YAMADA
　The purpose of this study was to investigate relationships in Psychiatric Social Worker’s 
training between evaluations by a supervisor and extroversion and neurotics tendencies 
of student apprentices measured by the MPI. In total, 177 university students took part 
in this study. The results showed that the evaluations by supervisors were not correlated 
with the E scores or the N scores, and that the self-evaluations of student apprentices were 
correlated with the E scores.
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年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
男性 21 20 4 10 5 9 2
女性 20 21 21 14 17 11 2
計 41 41 25 24 22 20 4
表２．精神保健福祉援助実習評価表

























実習の事前学習が始まる 3 年次における E

















ているが、本研究においては、A ＝ 4 、B ＝
3 、C ＝ 2 、D ＝ 1 に変換してデータ分析を
行った。また、彼らの 3 年次における外向
性・神経症的傾向については、授業中（ 5 月
から 6 月にかけて）に行った MPI（Morsley 























を行った。その結果、項目 3 、 6 、 7 、 9 、
10、11、12の 7 項目が実習の総合評価をよく
表３．実習評価点（項目１から13）の男女別平均値および t 値と有意確率 p
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
男性 3.07 3.06 2.75 2.90 3.17 2.72 2.52 2.61 2.48 2.79 2.62 3.10 2.89
女性 3.06 3.12 2.79 2.78 3.11 2.80 2.58 2.50 2.51 2.81 2.76 3.08 2.90
t 値 -.105 .488 .315 -.839 -.415 .629 .463 -.842 .278 .138 .985 -.106 .068







　MPI における E 尺度および N 尺度の男
女別平均値は、E 尺度では男性23.7（SD ＝
12.60）、 女 性23.1（SD ＝11.69）、N 尺 度 で
は 男 性26.0（SD ＝12.52）、 女 性28.2（SD ＝
11.76）であった。E 尺度（t =-.314, p >.05）
および N 尺度（t =1.180, p >.05）において有
意な性差はみられなかった。
　また、E 尺度および N 尺度との間に有意






MPI における 9 つのカテゴリー
　MPI では、外向性が低いと E －、普通なら
E 0 、高ければ E
＋と表記し、同様に神経症的
傾向は低ければ N －、普通なら N 0 、高けれ
ば N＋と表記する。これら E 尺度 3 タイプ（＋
0 －）と N 尺度 3 タイプ（＋ 0 －）の組合
せから、性格特性を 9 つのカテゴリーに分類
している（詳しくは資料 1 参照）。




れぞれ 9 つのカテゴリーの中で、実習評価（A, 
B, C, D）の割合がどうなっているか示して
いる。それによると、一番多い E － N ＋に属






F（7, 159）= 146.75, p<.001
R = .931
R2 = .866
評価項目 β係数 t 値 有意確率
項目11 .224 4.108 .000
項目 3 .249 5.776 .000
項目 6 .102 1.918 .057
項目12 .168 3.328 .001
項目 7 .114 2.115 .036
項目10 .141 3.172 .002
項目 9 .108 2.125 .035
表４．13項目間における実習評価点の相関
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1 1 .685** .578** .599** .704** .674** .629** .582** .608** .672** .670** .680** .707**
2 1 .574** .593** .674** .565** .556** .489** .486** .705** .619** .615** .688**
3 1 .762** .666** .628** .669** .513** .570** .598** .608** .630** .772**
4 1 .692** .658** .660** .569** .628** .676** .673** .622** .762**
5 1 .673** .656** .565** .615** .702** .721** .763** .784**
6 1 .769** .649** .743** .594** .688** .709** .779**
7 1 .753** .757** .565** .657** .678** .780**
8 1 .839** .463** .638** .653** .702**
9 1 .518** .696** .699** .758**
10 1 .733** .612** .746**


















































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
E .016 .033 .062 .139 -.039 .020 .029 .084 .034 .000 -.053 .089 .010
N .063 -.007 .062 .029 -.005 .021 .034 -.020 .061 -.058 .083 .007 .042
* p <.05　　　** p <.01
表７．MPI における９つのカテゴリーのそれぞれに属する調査対象者の割合（％）
カテゴリー E － N － E － N ０ E
－ N ＋ E ０N
－ E ０N ０ E ０N
＋ E ＋ N － E ＋ N ０ E
＋ N ＋




E-N- E-N0 E-N+ E0N- E0N0 E0N+ E+N- E+N0 E+N+
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る E 得点および N 得点との関係を、自己評
価データが利用可能な147名を対象に follow-
up 調査をした。
　その結果、E 得点と評価項目 2 、3 、4 、5 、
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
E .152 .169* .286** .185* .290** .239** .102 .332** .346** .061 .202* .344** .223**
N -.080 -.031 -.075 .011 -.132 .009 -.034 -.053 .004 .008 -.083 -.030 -.051







































E ０N ０ 比較的普通に見られる平均的な性格像。ただし、「平均的性格」の意味は、統計的な概念であるから、様々な下位型が
あることに注意せねばならない。





② N 得点が低く E 得点が高い
陽気で単純に現実に適合し、比較的享楽的な生活を好む。軽率、早合点、無遠慮など。
③ N 得点も E 得点も高い
外向性が強いため独走しがちで疲労しやすくなる。







































E － N ＋ 一般に、敏感で反応を起こしやすく、あまり機転を利かせて立ち回るようなことがなく、小心である。正直、真面目、
責任感の強さとして現れるプラスの面と、反応を起こしやすく、時には抑うつ的になったり、仕事のテンポが遅くなっ
たりして、戸惑って応用の利かないマイナス面を持っている。神経症への発展を常に内蔵している。
① E 得点が極度に低下
対人恐怖・赤面恐怖などの状態を持つこともある。自己中心的な変わった印象を人に与えることも多い。時には、
表面的で無頓着過ぎるとの印象が持たれることもあるが、これは本人の内面的な具区雑な心的葛藤に由来している。
② N 得点が40を超える
どこか変わっているという印象がはっきりとしてくる。精神医学的な対象となる。
